
30・4・15 2市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く）

掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。

　

市
で
は
、
地
域
福
祉
計
画
、
健

康
増
進
計
画
（
第
２
次
）
、
障
害

者
計
画
・
第
５
期
障
害
福
祉
計

画
、
第
７
期
介
護
保
険
・
高
齢
者

保
健
福
祉
総
合
事
業
計
画
か
ら
構

成
さ
れ
た
、
保
健
福
祉
に
係
る
各

分
野
の
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す

る
た
め
の
同
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。

■
閲
覧
場
所
地
域
福
祉
課
、
自
立

生
活
支
援
課
、
介
護
福
祉
課
（
い

ず
れ
も
市
役
所
第
二
庁
舎
２

階
）
、
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
受

付
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
同
６

階
）
、
主
な
市
内
公
共
施
設
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 

地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係
（
☎

　

儿　

儿
９
９
１
５
）

０４２

３８７

 　

市
で
は
、
昨
年
度
よ
り
地
域
猫

活
動
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

同
活
動
で
は
、
地
域
に
住
み
つ
く

「
飼
い
主
の
い
な
い
猫
」
に
よ
る

問
題
の
対
策
を
、
地
域
住
民
と
行

政
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
三
者
協
働

問飼
い
主
の
い
な
い
猫
対
策

で
役
割
分
担
を
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

ふ
ん
尿
被
害
な
ど
飼
い
主
の
い

な
い
猫
に
関
し
て
お
困
り
の
方

は
、
環
境
政
策
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

【
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
・

去
勢
手
術
費
用
の
補
助
】

■
補
助
金
額
雌
＝
１
万
円
、
雄
＝

５
千
円
（
い
ず
れ
も
１
匹
あ
た

り
）

 

市
と
協
働
で
行
っ
て
い
る
登
録

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

【
猫
除
け
グ
ッ
ズ
を
支
給
】

　

猫
除
け
グ
ッ
ズ
を
無
料
で
支
給

し
て
い
ま
す
。

■
支
給
場
所
環
境
政
策
課
（
市
役

所
第
二
庁
舎
４
階
）

 

環
境
政
策
課
環
境
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
１
７
）

３８７
 　

市
で
は
、
不
燃
・
粗
大
ご
み
、

資
源
物
の
処
理
に
つ
い
て
、
施
設

の
老
朽
化
等
を
考
慮
し
、
循
環
型

社
会
の
形
成
に
資
す
る
施
設
の
再

対問清
掃
関
連
施
設
整
備

基
本
計
画
を
策
定

配
置
を
進
め
、
適
正
処
理
の
維
持

を
図
る
た
め
、
同
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
で
は
、
二
枚
橋
焼
却

場
跡
地
（
東
町
）
と
中
間
処
理
場

（
貫
井
北
町
）
を
建
設
予
定
地
と

し
て
い
ま
す
。

　

二
枚
橋
焼
却
場
跡
地
は
、
不

燃
・
粗
大
ご
み
処
理
施
設
（
積
み

替
え
・
保
管
施
設
）等
を
整
備
し
、

平
成　

（
２
０
２
１
）
年
度
中
の

３３

稼
働
開
始
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
中
間
処
理
場
は
、
缶
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
び
ん
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
資
源
物
処
理
施
設

等
を
整
備
し
、
平
成　

（
２
０
２

３６

４
）
年
度
中
の
稼
働
開
始
を
め
ざ

し
ま
す
。

　

施
設
整
備
に
向
け
て
は
、
今
後

も
施
設
建
設
予
定
地
周
辺
の
皆
さ

ん
か
ら
の
ご
意
見
を
伺
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

■
閲
覧
場
所
ご
み
対
策
課
（
市
役

所
第
二
庁
舎
４
階
）
、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
（
同
６
階
）
、
図
書
館

本
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 

ご
み
対
策
課
減
量
推
進
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
３
５
）

０４２

３８７

 　

市
で
は
、
建
設
に
当
た
り
、
新

施
設
に
求
め
る
基
本
理
念
、
建
設

場
所
、
建
設
規
模
、
機
能
等
に
つ

い
て
、
建
設
の
前
提
と
な
る
基
本

的
な
考
え
方
を
示
し
た
同
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

■
閲
覧
場
所
地
域
福
祉
課
（
市
役

所
第
二
庁
舎
２
階
）
、
市
役
所
第

二
庁
舎
１
階
受
付
、
情
報
公
開
コ

ー
ナ
ー
（
同
６
階
）
、
主
な
市
内

公
共
施
設
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 

地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係
（
☎

　

儿　

儿
９
９
１
５
）

０４２

３８７

問（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
建
設

基
本
計
画
を
策
定

問

U
U

U
U
U
U
U
U
U

　

教
育
委
員
会
委
員
の
福
元
弘
和

氏
（　

歳
）
、
岡
村
理
栄
子
氏

７２

（　

歳
）
は
、
３
月　

日
を
も
っ

６５

３１

て
任
期
満
了
と
な
り
ま
し
た
が
、

平
成　

年
第
１
回
市
議
会
定
例
会

３０

に
お
い
て
議
会
の
同
意
を
得
て
、

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
任
期
は
４
月
１
日
〜
平

成　
（
２
０
２
２
）年
３
月　

日
ま

３４

３１

で
の
４
年
間
で
す
。
い
ず
れ
も
市

内
在
住
。

in
fo
rm
a
tio
n

お
知
ら
せ

　

大
熊
雅
士
氏
が
、
平
成　

年
３０

第
１
回
市
議
会
定
例
会
に
お
い

て
、
議
会
の
同
意
を
得
て
、
４

月
１
日
付
け
で
教
育
長
に
就
任

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
任
期
は
４
月
１
日
〜

９
月　

日
ま
で
で
す
。

３０

【
略
歴
】

大
熊
雅
士
（
お
お
く
ま
・
ま
さ

し
）
氏

　

青
山
学
院
大
学
卒
。
小
金
井

山
本
修
司

山
本
修
司
氏氏

教
育
長
を
退

教
育
長
を
退
任任

大
熊
雅
士

大
熊
雅
士
氏氏

教
育
長
に
就

教
育
長
に
就
任任

市
教
育
委
員
会
指
導
主
事
、
東

京
都
教
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー
経

営
研
修
課
統
括
指
導
主
事
、
東

京
学
芸
大
学
附
属
世
田
谷
小
学

校
教
諭
、
東
京
学
芸
大
学
教
職

大
学
院
特
命
教
授
、
特
定
非
営

利
活
動
法
人
元
気
プ
ロ
グ
ラ
ム

作
成
委
員
会
副
理
事
長
等
を
歴

任
。　

歳
。
東
京
都
荒
川
区
在

６０

住

　

山
本
修
司
氏
が
、
平
成　

年
３０

３
月　

日
を
も
っ
て
教
育
長
を

３１

退
任
し
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、
平
成　

年
１
月
に

２６

教
育
長
に
就
任
し
、
以
来
４
年

３
か
月
に
わ
た
っ
て
、
市
政
発

展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

第第
２２
期期
保保
健健
福福
祉祉

総総
合合
計計
画画
をを
策策
定定

教
育
委
員
会
委
員

教
育
委
員
会
委
員
にに

福
元
弘
和
氏

福
元
弘
和
氏
、、

岡
村
理
栄
子

岡
村
理
栄
子
氏氏

を
再
を
再
任任

　現在の庁舎は、本庁舎と第二庁舎に分散しており、本庁舎は老朽化が進み、施設の耐震性やバリアフリー対応の面からも抜本的な対策が求められる状況で
す。また、新庁舎建設までの暫定措置として賃貸借している第二庁舎についても賃貸借契約の早期解消を図るため、平成２５年３月に新庁舎建設基本計画を策
定しました。
　平成２８年３月に閉館した福祉会館は、早急な機能の回復と合わせ、少子高齢化や保健福祉に関するニーズの多様化
等を背景とした将来を見据えた施設とする必要があることから、市民検討委員会の委員の方々をはじめとする市民の
皆さん、市議会の意見等を伺いながら、（仮称）新福祉会館建設基本計画を策定しました。
　市では、庁舎建設予定地（旧蛇の目ミシン工場跡地。以下「予定地」という）を有効に活用するため、市民サービ
スの中核を担う庁舎と地域共生社会実現の拠点となる（仮称）新福祉会館を同じ土地に建設することにより、市域の
中央に市の総合的サービス提供の基盤を築いていきたいと考え、施設配置について検討を重ねてきました。
　新庁舎および（仮称）新福祉会館において整備する機能は、それぞれを補い、支え合う関係にあり、両施設を縦方
向に連結することで、福祉と行政の連携度を高めつつ、利用者の移動距離を少なくするなど、市民サービスや利便性
を向上させる多機能・複合化に向けた施設配置案（右図参照）を取りまとめ、市議会へ報告後、市民説明会を開催し、
お知らせしてきました。
　なお、市内の清掃関連施設は、別途策定した清掃関連施設整備基本計画のとおり再配置を進めるため、予定地にあ
る暫定の清掃関連施設は敷地南西部に仮移設し、平成３６（２０２４）年度ま
では稼働を継続する予定です。
　平成３３（２０２１）年度末までの新庁舎および（仮称）新福祉会館の竣工
に向けて、多機能・複合化施設とすることのさらなる優位性（施設規模
の縮減、効率的な諸室配置、市民サービスの向上等）について、引き続
き検討を進めていきますので、ご理解・ご協力をお願いします。
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 企画政策課企画政策係（☎０４２−３８７−９８００）、地域福祉課地域福祉
係（☎０４２−３８７−９９１５）、ごみ対策課清掃係（☎０４２−３８７−９８３５）
問

新庁舎および新福祉会館竣工時のイメージ図

建設段階

竣工時

清掃関連施設移転後

清掃関連
施設

清掃関連
施設

清掃関連
施設

清掃関連
施設
清掃関連
施設
清掃関連
施設 新庁舎新庁舎新庁舎

新福祉会館新福祉会館新福祉会館

立体駐車場立体駐車場立体駐車場

広場

広場

広場

PP

新庁舎新庁舎新庁舎

新福祉会館新福祉会館新福祉会館

立体駐車場立体駐車場立体駐車場PP

【施設配置案】
清掃関連施設を敷地内で暫定移設して
庁舎と福祉会館を複合で建設

新庁舎および（仮称）新福祉会館建設について新庁舎および（仮称）新福祉会館建設について


